
学校法人の仕組み

学校法人

私立学校を設置・運営

監

 

査

（理事長が）
選任

諮

 

問
※評議員

 

会の同意

 

が必要

意

 

見

学校法人の業務に関する最終的な意思決定機関。

学校法人の業務を決し、理事の職務の執行を監督

 

する。

理事で組織される（学校法人には５人以上の理事

 

を置かなければならない）。議長は理事長。

理事会

学校法人の業務、財

 

務状況等を監査する。

学校法人には２人以

 

上の監事を置かなれ

 

ばならない。

監事

予算、事業計画、寄附行

 

為の変更等について、理

 

事長があらかじめ諮問。

委員数は理事の定数の２

 

倍を超える数。

評議員会

私立学校の校長（学長、園長を含む。）は理事となる。

 

（私立学校を複数設置している場合は、そのうち１人以上

 

を理事とすることができる。）

私立学校

所
轄
庁

 

（注

 

）

（注）所轄庁の区分

〈学校法人〉

○大学・高等専門学校を設置する学校法人：文部科学大臣

○大学・高等専門学校以外の学校（幼、小、中、高等）のみを設置する学校法人：都道府県知事

〈学校〉

○大学・高等専門学校：文部科学大臣

○大学・高等専門学校以外の学校（幼、小、中、高等）：都道府県知事

校長の
理事就任

私立学校の
設置認可

学校法人の
設立認可
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